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人文地理 第41巻 第1号(1989)

東北地方の奥地山村におけるゼンマイ生産地域の形成

明治後期から大正期における奥地山村の商品経済化の一類型 として

池　谷　和　信

1　 は じ め に

　(1)研 究の目的　明治後期から大正期にかけ

ての産業革命期には,資 本主義経済の拡大にと

もない,日 本の農山村社会は大きな変貌 を余儀

なくされた。明治20年 代(1887～1896)後 半以

来,戦 後の高度経済成長期ほどではないにして

も農山村からの人口流出が進み,東 京,大 阪な

どの都市人口は急激に増加 して都市域は拡大 し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ラ

た。それにともない,都 市から離れた奥地山村

では,商 品経済の受容のあ り方により地域分化

が生じている。

　育成林業による木材生産を主とする山村は,

明治中期以降の産業革命の進展にともなう木材

需要の増大の中で,静 岡県天竜川流域,愛 知県

設楽地域,徳 島県木頭地域,山 形県金山地域,

熊本県小国地域,愛 媛県久万地域などに形成 さ
　 　 ヨラ

れた。また,木 炭生産の卓越する山村は,都 市

を中心とする木炭需要の増加や交通条件が整備

されて,木 炭輸送体系が遠隔地へ と伸びたこと

　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　4)
に よ り,北 上 山地,阿 武 隈 山地,中 国 山地,四
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ら　

国山地,九 州山地などに形成された。つまり,

都市か らの交通の便が比較的よい高原状の山地

や各地の山脈の周辺部では,日 本の山村経済の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6)

中心 といわれた製炭業の発達をみた。

　 しか し,市 場への道路をもたない奥地山村で

は,育 成林業や製炭業はあまり発達 しなかった。

むしろ,山 地交通の制約か ら軽量で運搬保存に

便利で,し か も高価な商品が生産された。繭,

三極,山 茶などである。

　例えば,石 川県白峰村では,山 村住民が自給

食料の穀物類を確保するために焼畑農業を営む

一方で
,焼 畑の跡地に山桑を栽培 して養蚕を営

み現金収入を得ていた。こうした出作 り地での

山桑栽培を背景 として,幕 末に萌芽をみた製糸

業は,明 治11年(1878)に 白峰製糸社の設立を

みるまでに発展 し,明 治中 ・末期にかけては,
　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　の
白峰に3工 場,桑 島に2工 場が加えられた。こ

のように,白 山山麓の白峰村の経済に蚕糸業の

果たして来た役割は大 きく,同 じ山麓の打波地
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